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第 1章 問題解決過程における問題とは 
  1.1  様々な「問題」の意味について 
 1.2  問題となりうるための主要因と精神的な過
程との関わり 
第 2章 本研究の目的と課題の設定 
 2.1  本研究の目的 




第 3章 問題解決におけるノイズの役割 
 3.1  ノイズとはどのようなものか 
  3.2  具体的な数学の問題の中にみるノイズと  
その考察 
第 4章 問題解決過程における問題意識の喚起 
    ～授業における学習者の問題意識～ 
 4.1  F小学校における算数の授業の記録 
 4.2  F小学校の授業をうけての分析と考察 
   4.2.1  ノイズの概念からの授業分析 
  4.2.2  平均を利用した解法 
 4.3  問題意識の喚起をどのようにとらえていくか 
    ～授業中の児童の様相に着目して～ 
第 5章 本研究のまとめと今後の課題 
 5.1  本研究のまとめ 
  5.1.1  問題意識の喚起とその教育的意義 
  5.1.2  問題意識の喚起を考察した上での 
教育的示唆 





































































  ①興味：解に対する欲求、目標。 
  ②障害：妨害、解に対する手法を持ち合わせて
いない。 










































  1 2 3 4 5 6 7 8 9 
1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 
2 2 4 6 8 10 12 14 16 18 
3 3 6 9 12 15 18 21 24 27 
4 4 8 12 16 20 24 28 32 36 
5 5 10 15 20 25 30 35 40 45 
6 6 12 18 24 30 36 42 48 54 
7 7 14 21 28 35 42 49 56 63 
8 8 16 24 32 40 48 56 64 72 






























































































































































































































































































































































































  問題解決と評価―算数・数学教育論― 
 西日本法規出版 
・G.Polya  （1954） 
 いかにして問題をとくか  丸善 
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